
東京港（一部変更） 

 

１）概 要 

内航海運におけるフェリーの大型化に対応するため、中部地区のフェリー埠頭計画、

大規模地震対策施設計画等を変更する。 

 

２）港湾計画の主な内容 

［フェリー埠頭計画および大規模地震対策施設計画] 

中部地区（１０号地その２） 

水深 ８．５ｍ 岸壁１バース 延長２７０ｍ（大規模地震対策施設） 

埠頭用地１４ｈａ（荷捌施設用地及び保管施設用地）（うち１３ｈａ既設） 

［水域施設計画] 

中部地区 

１）泊地    水深 ９．０ｍ 面積  ８ｈａ 

        水深 ８．５ｍ 面積  ２ｈａ 

１）航路・泊地 水深 ９．０ｍ 面積  ９ｈａ 

        水深 ８．５ｍ 面積 １７ｈａ 

［船舶の物資補給等への対応] 

中部地区（１０号地その２） 

水深 ７．５ｍ 岸壁１バース 延長１９５ｍ 
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港湾管理者連絡先：東京都港湾局港湾整備部計画課 

大和田
お お わ だ

、本多
ほ ん だ

（TEL 03-5320-5611 FAX 03-5388-1578）



 

 

中部地区 

東京港港湾計画図（平成 18 年 2 月改訂時図面） 

（参考）


